
別
府
史
談
会

　
十
五
周
年
記
念
総
会
に
つ
い
て

▲祝辞を述べる井上別府市長

　
別
府
史
談
会
は
昭
和
六
十
二
年
（
一
丸
八
七
）
に
創
立
さ
れ
、

同
年
十
二
月
に
会
誌
「
別
府
史
談
」
創
刊
号
を
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
十
二
月
に
は
「
別
府
史
談
」
第
十
五
号
を
発
行
し

ま
し
た
。

　
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
五
月
十
二
日
（
日
）
、
別
府
市
北

浜
の
ホ
テ
ル
「
三
泉
閣
」
で
、
別
府
史
談
会
十
五
周
年
記
念
総
会

お
よ
び
記
念
講
演
会
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
た
。
当
日
の
参

加
者
は
約
六
十
名
で
あ
っ
た
。

　
総
会
と
記
念
講
演
会
は
二
階
の
間
で
行
わ
れ
た
。
物
故
者
へ
黙

祷
を
捧
げ
、
大
野
保
治
別
府
史
談
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
細
谷
　
毅
、
竹
長
賢
治
、
安
部
和
也
、

入
江
秀
利
器
上
の
四
名
の
方
々
へ
「
表
彰
状
」
、
お
よ
び
大
分
み

ら
い
信
用
金
庫
（
有
）
サ
ン
エ
ス
（
印
刷
）
の
二
団
体
へ
「
感
謝

状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
平
成
十
三
年
の
行
事
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
が
あ
り
、
平
成
十
四
年
度
の
行
事
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

　
つ
づ
い
て
役
員
人
事
の
件
が
提
案
さ
れ
、
三
重
野
勝
人
、
恒
松

　
栖
、
手
嶋
宏
治
、
加
藤
久
美
子
、
島
節
子
の
各
氏
が
新
理
事
に
、

池
辺
伊
久
夫
氏
が
新
監
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

133



二　　..･･･　.･･･　　　.昇………1°　　:j回………==
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥゜:;゜IR19

　　　にに∧……　…………□:…………………ﾆ………二▽ﾆﾂﾞ……゜j:i゛゜:i:1゛::::゜･:l::::11°市IWI1111:　11
.,1

伺府史談合創立

1

岫彩謐

総会

節宍朧ぬ19

　…

………

,

]

万]

|

､．

|…

…

,

白白JJIII呂]|自説|

　言

]

|

回

,

|||1

万　

ｉ　圖談皇

1乙

詣自慰ﾐ1

n　　一穴･･.N.,談j､j=1､ii･llljl=ij=jllS§§,SjaS11　謳脱脂言言圀.､,.,｡.,,,,ｴ,,,,ｴ,,.､.1･..……………………゛･=g=,一回叉湊=　　語　　.E

1

万

,

宍ﾐ
万…

…

j]言§朧皿ﾚ

=

万

万?'1

,.=

目
白|｀‘白15JI(|

鎬|

111

回

心

頌市

,

聯｜

･=

耕

煮万

|奏|||||||||§１

　言回診言]

　　

ll

･¶rj■j■j■■･j■j■■■■■rra■r■¶.■jrr.■■jr7:7:.､..･.-･.･■■r.■.,‘･.i･‘･.lll,:‘.,÷､÷÷÷･÷÷･÷‘｀

▲挨拶する大野会長

記
念
講
演
会
の
講
師
は
、
「
弥
生
の
ム
ラ
　
安
国
寺
集
落
遺
跡
公

園
、
国
東
町
歴
史
体
験
学
習
館
」
館
長
の
金
田
信
子
先
生
。
演
題

は
「
地
域
お
こ
し
に
お
け
る
文
化
財
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ

り
ま
し
た
。
（
稿
末
の
写
真
参
照
）

　
記
念
パ
ー
テ
ィ
は
三
階
の
間
で
開
か
れ
、
後
藤
重
巳
記
念
行
事

実
行
委
員
長
（
別
府
史
談
会
副
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
井
上

信
幸
別
府
市
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
開
演
中
に
別
府
市
肩
山
在
住
の
沼
田
岩
夫
氏

（
同
会
員
）
の
浪
曲
「
石
垣
原
合
戦
」
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
か

ら
好
評
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

本
会
「
十
五
周
年
記
念
総
会
」
の
報
告
と
御
礼

　
前
述
の
と
お
り
、
今
年
五
月
十
二
日
（
日
）
記
念
行
事
を
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
節
、
学
校
法
人
（
溝
部
学
園
）
別
府
短
大
・
相
良
範
子
理

事
長
を
は
じ
め
、
実
相
寺
町
板
井
弥
信
氏
（
前
自
治
会
長
、
会
員
）
、

㈲
サ
ン
エ
ス
（
印
刷
）
佐
藤
社
長
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
芳
志
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
中
し
上
げ
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　▲表彰された皆さん（中央は会長）

（左より）後藤重巳副会長・大分みらい信用金庫（高松理事長代理）・竹長賢治（前理事長）

　　　　　一人おいて細谷毅（初代事務局長）・安部和也理事・サンエス佐藤社長

　
ま
た
、
㈲
環
境
展
示
文
化
研
究
所
の
所
長
・
佐
藤
勝
氏
よ
り
会

場
の
横
吊
り
幕
・
記
念
講
演
の
懸
垂
幕
な
ど
一
式
の
贈
呈
を
頂
い

た
こ
と
、
さ
ら
に
会
場
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
北
浜
ホ
テ
ル
「
三

泉
閣
」
に
は
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
下
さ
り
く
特
別
の
ご
配
慮
を
戴

き
ま
し
た
こ
と
を
併
せ
て
深
謝
致
し
ま
す
。

記
念
行
事
実
行
委
員
長

副
会
長

後
藤

重
巳

▲記念講演をする金子信子さん
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